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最
近
、
福
岡
県
内
の
一
市
で
、
地
域
社
会
を
揺
る
が
す
問
題
が
起
き
て
い
る
。

　
福
岡
市
内
の
ビ
ル
管
理
会
社
が
、
総
事
業
費
二
五
〇
億
円
を
投
じ
て
、
「
ふ
れ

あ
い
の
街
」
な
る
も
の
を
計
画
し
、
こ
こ
に
五
十
歳
以
上
の
夫
婦
に
施
設
を
分
譲

し
い
わ
ゆ
る
「
老
人
の
街
」
を
創
立
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
、
問
題
の
起
り
が
あ

る
。
当
初
、
市
側
も
、
こ
の
計
画
に
賛
同
し
、
土
地
譲
渡
と
開
発
の
基
本
協
定
を

結
び
、
事
業
は
無
事
完
遂
さ
れ
る
か
に
見
え
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
事
業
計
画
が
進
む
に
つ
れ
て
、
開
発
予
定
地
に
隣
接
す
る
地
区
か

ら
、
批
判
の
声
が
出
は
じ
め
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
市
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、

若
者
を
魅
き
付
け
る
施
設
こ
そ
必
要
で
あ
れ
、
老
人
夫
婦
だ
け
の
街
を
作
っ
た
の

で
は
、
市
の
振
興
に
は
な
ら
な
い
と
云
う
意
見
が
出
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
る
。

　
「
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
ふ
れ
あ
い
論
争
」
と
云
う
見
出
し
の
記
事
に
は
、
「
子
や
孫

の
い
な
い
街
は
日
本
の
家
族
制
度
に
逆
行
」
（
「
朝
日
新
聞
比
〇
・
一
五
」
と
の

表
現
を
用
い
て
い
る
。

　
回
一
世
代
同
居
」
の
家
庭
は
極
め
て
少
な
く
な
っ
た
と
云
わ
れ
は
じ
め
て
久
し
い

が
、
そ
れ
で
も
、
盆
、
正
月
に
は
、
大
都
市
か
ら
郷
里
め
ざ
し
て
、
民
族
大
移
動

現
象
が
起
こ
り
、
各
種
の
交
通
機
関
が
大
混
乱
を
生
ず
る
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で

あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
「
家
」
が
健
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
家
意
識
」
の
変
質
は
、
社
会
・
経
済
構
造
の
変
質
と
相
関
関
係
に
あ
り
、
農
村

後
　
　
藤

か
ら
生
家
・
生
業
を
す
て
て
、
若
者
が
都
会
に
走
る
と
云
う
現
象
は
、
決
し
て
新

し
い
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
家
督
財
産
を
め
ぐ
る
家
族
・
一
族
の
確
執
も
、
決
し

て
近
代
特
有
の
現
象
で
も
な
い
。

　
い
つ
の
時
代
に
も
、
家
を
め
ぐ
る
嫡
庶
子
の
対
立
、
嫡
流
・
庶
流
の
対
立
が
あ

り
、
そ
れ
は
、
庶
民
ば
か
り
で
な
く
、
貴
族
社
会
に
お
い
て
さ
え
顕
著
に
見
ら
れ

た
。
日
本
に
お
け
る
中
世
中
期
の
社
会
は
、
「
嫡
庶
対
立
の
社
会
」
と
呼
ん
で
も

不
当
で
は
な
い
。

　
一
方
、
こ
う
し
た
社
会
の
な
か
に
あ
っ
て
、
家
の
伝
統
を
重
ん
じ
、
次
世
代
に

家
督
を
渡
す
べ
く
、
当
分
、
家
の
管
理
責
任
を
委
せ
ら
れ
た
家
主
の
立
場
・
意
識

は
、
い
か
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
を
近
世
期
に
限
っ
て
見
よ
う
と
す
る

と
こ
ろ
に
、
本
小
稿
の
意
図
が
あ
る
。

　
「
当
主
か
ら
見
た
家
意
識
」
と
で
も
云
お
う
か
。
勿
論
こ
う
し
た
問
題
を
、
一
般

農
民
の
家
に
ま
で
底
辺
を
下
げ
て
追
求
し
得
る
様
な
史
料
は
、
極
め
て
少
な
い
。

　
こ
こ
で
は
、
数
点
の
史
料
を
中
心
に
、
戸
主
の
立
場
か
ら
見
た
家
意
識
に
つ
い

て
考
え
て
見
た
い
。

　
近
世
期
の
中
期
以
降
の
政
治
・
社
会
問
題
の
一
つ
に
、
「
無
宿
」
「
追
れ
百
姓
」

な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
無
宿
」
は
、
家
庭
の
、
主
と
し
て
そ
の
経
済

的
理
由
に
よ
っ
て
、
生
家
を
離
れ
、
西
日
本
地
区
で
は
、
長
崎
な
ど
の
都
市
に
流

入
し
、
最
終
的
に
は
犯
罪
者
の
ら
く
印
を
落
さ
れ
た
、
ま
さ
に
「
無
宿
者
」
を
さ

し
て
い
る
が
、
彼
ら
の
多
く
は
、
家
庭
の
困
窮
、
労
務
に
耐
え
得
な
い
者
と
し
て
、



農
業
を
離
れ
た
青
年
層
に
多
か
っ
た
。

　
近
世
期
の
中
期
以
降
に
続
出
す
る
「
欠
落
」
・
「
絶
え
株
」
・
「
漏
れ
百
姓
」
は
、

家
人
の
一
部
が
家
業
を
捨
て
て
他
に
走
る
こ
と
、
も
し
く
は
、
家
全
体
が
家
業
を

捨
て
て
「
家
株
」
が
絶
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
社
会
的
に
大
き

な
問
題
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
様
な
社
会
の
内
で
、
「
家
の
存
続
」
が
希
求
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
が

い
わ
ゆ
る
「
遺
言
状
」
で
あ
る
。

二
、
学
者
三
浦
梅
園
の
遺
言

　
江
戸
時
代
中
期
の
日
本
を
代
表
す
る
哲
学
者
三
浦
梅
園
は
、
享
保
八
年
（
一
七

言
二
）
の
生
ま
れ
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
死
去
し
た
。

　
豊
後
杵
築
藩
領
の
国
東
郡
富
永
村
に
生
ま
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
條
理
学
」
を
提
唱

し
て
、
「
梅
園
三
語
」
で
知
ら
れ
る
「
玄
語
」
「
敢
語
」
「
贅
語
」
の
「
三
語
」
の

ほ
か
、
そ
の
著
書
「
価
原
」
で
は
、
「
悪
貨
は
良
貨
を
駆
ち
く
す
る
」
の
言
に
見

え
る
、
そ
の
経
済
理
論
は
、
極
め
て
近
代
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　
彼
は
、
二
回
の
長
崎
遊
学
と
伊
勢
参
宮
の
経
験
の
あ
る
外
は
、
さ
し
て
め
ぼ
し

い
外
遊
の
体
験
も
な
い
ま
ま
、
郷
里
の
山
村
で
一
生
を
終
え
た
が
、
そ
の
手
記

「
浦
子
手
記
」
に
よ
れ
ば
、
驚
異
的
な
読
書
量
で
あ
っ
た
。

　
梅
園
の
家
系
に
か
か
わ
る
系
譜
は
、
そ
の
出
自
が
、
遠
く
相
州
三
浦
の
出
身
で

あ
り
、
豊
後
大
友
氏
と
と
も
に
、
豊
後
に
入
国
し
た
と
の
伝
承
を
有
す
る
も
の
の
、

お
よ
そ
、
そ
の
父
の
代
か
ら
以
降
の
こ
と
か
ら
し
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
三
浦
家
や
、
梅
園
の
父
を
め
ぐ
る
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
本
小

論
の
趣
旨
と
し
て
は
、
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
こ
の
問

題
は
他
に
譲
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
梅
園
の
著
作
は
、
古
く
⊇
二
浦
梅
園
全
集
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
ま
た
、
梅
園

の
思
想
そ
の
も
の
を
め
ぐ
っ
て
は
、
古
く
三
枝
博
音
の
研
究
を
は
じ
め
、
多
く
の

先
賢
の
研
究
が
あ
り
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
に
譲
釘
。

　
こ
の
梅
園
に
、
「
遺
言
」
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
知
ら
れ
る
事
で
あ
り
、

そ
れ
は
『
大
分
県
史
料
』
の
「
先
賢
聡
」
に
も
収
め
ら
れ
、
周
知
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
い
わ
ゆ
る
「
研
究
三
昧
」
に
生
き
た
梅
園
が
、
そ
の
晩
年
、
「
家
」
の
問
題
を
、

ど
の
よ
う
に
思
索
し
た
の
か
、
そ
の
状
況
を
物
語
る
も
の
が
、
彼
の
遺
書
で
あ
る
。

　
こ
の
遺
書
の
書
か
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は
、
確
実
に
特
定
す
べ
き
史
料
は
な
い
。

　
以
下
、
ま
ず
、
梅
園
の
遺
書
の
内
容
を
全
覧
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
曼

一
、
愚
老
生
涯
玄
の
字
に
骨
折
り
候
へ
ば
、
院
号
之
義
、
没
後
寺
に
頼
み
候
而
、

　
玄
珠
院
と
致
も
ら
ひ
可
レ
申
事
。

一
、
愚
老
書
捨
て
候
物
ど
も
多
く
候
内
、
古
人
之
書
寫
候
物
は
、
そ
の
通
、
ぬ
き

　
書
類
之
物
は
、
世
に
ち
ら
し
申
べ
か
ら
ず
候
。
願
く
ば
焼
す
て
可
レ
然
候
。
東

　
道
草
童
蒙
苓
な
ど
申
類
、
み
な
甚
お
ろ
か
成
物
に
て
、
他
出
無
用
に
候
。

一
、
愚
老
墓
所
、
玉
樹
と
ひ
と
つ
に
致
、
石
塔
一
本
に
可
レ
致
候
。
尤
、
穴
を
掘

　
り
棺
二
つ
人
候
様
に
致
、
愚
老
棺
南
之
方
に
人
、
北
之
方
を
空
に
致
置
、
上
に

　
石
を
お
ひ
埋
め
、
其
後
、
玉
樹
相
果
候
は
、
石
を
あ
け
北
之
空
所
に
人
可
レ
申

　
候
。
尤
、
墓
所
は
智
環
大
姉
の
北
之
方
、
東
む
き
愚
老
骸
骨
南
に
よ
せ
、
双
親

　
之
塔
よ
り
ふ
と
く
致
べ
か
ら
ず
。
尤
、
塔
の
穂
は
樋
を
ば
、
別
々
に
か
き
「
四
回
」

　
如
此
可
レ
致
候
。

一
、
墓
は
二
方
墓
に
て
よ
く
御
座
候
。

一
、
つ
な
玉
樹
と
名
附
け
置
候
へ
ば
、
愚
老
没
後
に
は
早
速
、
玉
樹
と
と
な
へ
可
レ

　
申
候
。

一
、
位
牌
も
夫
婦
一
本
に
可
レ
致
候
。
愚
老
位
牌
と
ゝ
の
へ
候
節
、
玉
樹
名
も
ほ

　
り
可
レ
申
候
。

一
、
没
後
に
は
時
之
宜
し
き
も
可
レ
有
候
へ
ど
も
、
愚
老
殊
之
外
世
間
と
り
ち
ら
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し
候
へ
ば
、
早
速
よ
り
家
風
を
か
へ
、
引
し
め
ひ
つ
そ
り
と
致
不
レ
中
候
而
は

　
立
ち
得
中
間
数
候
。
農
作
も
愚
老
ご
と
く
無
調
法
に
候
へ
ば
、
手
び
ろ
く
候
而

　
者
、
却
而
邪
魔
に
候
。
手
ぜ
ま
な
る
方
致
よ
か
る
べ
く
慌
候
。

ぺ
兄
弟
無
悉
生
長
致
候
て
、
家
督
も
わ
け
可
レ
中
候
。
と
か
く
本
家
つ
よ
く
次

　
男
相
績
候
様
に
致
、
跡
々
愚
老
佛
事
等
も
本
家
よ
り
致
可
レ
中
候
。
玉
樹
も
大

　
概
は
本
家
に
養
は
れ
候
が
可
レ
然
候
へ
ど
も
、
是
は
そ
の
時
の
も
よ
ふ
（
模
様
）

　
か
た
く
中
が
た
く
候
。
玉
樹
物
ず
き
に
随
ひ
可
レ
中
候
。
又
玉
樹
も
相
果
、
鶴

　
元
よ
り
蔵
元
世
話
を
も
致
し
候
て
、
蔵
元
難
儀
な
き
様
に
致
可
レ
遠
候
、
家
財

　
等
は
家
内
相
は
か
ら
ひ
、
田
宅
山
林
等
は
村
役
人
等
に
も
相
談
致
、
無
理
な
き

　
様
に
可
レ
致
候
。

一
、
総
見
へ
中
候
、
次
男
之
儀
に
候
へ
ば
、
気
象
よ
く
、
た
と
ひ
家
督
う
け
不
レ

　
中
候
と
も
、
一
己
を
立
候
程
に
は
げ
み
、
嫡
子
は
家
督
相
守
候
者
、
次
男
は
何

　
か
た
に
て
身
を
立
候
而
も
よ
き
物
に
候
。
乍
レ
去
此
言
を
中
候
而
、
嫡
子
よ
り

　
仕
送
不
レ
中
、
難
義
を
致
様
有
レ
之
間
数
候
。
次
男
い
か
様
に
身
を
中
候
て
も

　
よ
く
中
候
へ
ど
も
、
他
家
へ
養
子
な
ど
に
人
候
事
、
大
勢
も
な
き
事
に
候
へ
ば
、

　
た
と
ひ
立
身
富
貴
に
て
も
男
子
之
気
象
と
は
中
が
た
く
候
。
去
な
が
ら
、
其
時

　
之
よ
ろ
し
き
を
無
理
に
致
せ
と
中
す
に
て
は
な
く
御
座
候
。

一
、
没
後
何
事
も
安
節
を
愚
老
と
お
も
ひ
つ
か
へ
、
萬
端
相
談
可
レ
致
事
、
勿
論

　
官
兵
衛
殿
に
も
跡
々
之
義
か
ね
て
頼
置
中
候
へ
ば
、
子
ど
も
の
義
打
か
け
御
見

　
捨
て
無
レ
之
様
に
可
レ
致
候
。
學
文
な
ど
の
事
は
、
貞
忠
へ
相
談
い
た
し
相
頼

　
可
レ
中
候
。
萬
端
の
事
近
親
に
は
両
子
正
介
、
寺
島
氏
な
ど
も
有
レ
之
候
。
打

　
よ
り
可
レ
然
取
は
か
ら
ひ
可
レ
中
候
。
門
人
衆
に
も
同
然
の
事
に
候
。

一
、
子
ど
も
へ
中
置
候
は
、
兄
弟
随
分
中
よ
く
、
母
を
や
に
つ
か
へ
、
其
外
親
類

　
村
か
た
門
人
中
に
疎
遠
無
レ
之
、
立
身
富
貴
之
望
不
レ
致
、
代
々
富
永
村
百
姓

　
之
子
に
生
れ
た
り
と
い
ふ
事
忘
る
べ
か
ら
ず
。
渡
世
の
道
を
わ
す
れ
候
へ
ば
、

　
百
姓
は
轍
な
き
者
に
候
へ
ば
、
直
に
鉢
を
ひ
ら
き
候
間
、
家
業
油
断
有
間
数
候
。

　
渡
世
の
道
は
勝
手
次
第
、
乍
レ
去
、
大
が
か
り
は
宜
し
か
ら
ず
候
。

　
一
、
博
突
大
酒
誼
譚
淫
亀
い
づ
れ
も
不
幸
之
事
に
候
。

一
、
拙
老
恩
を
う
け
候
家
は
、
綾
部
・
小
串
・
田
染
河
野
之
家
、
高
田
松
屋
は
、

　
姑
の
裔
、
田
染
横
岑
、
両
子
財
前
は
姉
之
後
也
。
千
灯
矢
野
は
、
母
人
之
郷
里

　
な
り
。

一
、
親
類
隣
家
村
方
門
人
其
外
、
念
頃
仕
候
面
々
に
も
御
世
話
に
生
涯
あ
づ
か
り

　
候
疆
、
可
レ
然
御
申
給
は
る
べ
き
も
の
也
。

　
全
十
四
條
ケ
か
ら
成
る
本
書
は
、
そ
の
「
外
題
」
を
「
覚
」
と
す
る
が
、
内
容

か
ら
見
て
、
遺
書
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
梅
園
の
こ
の
遺
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
書
筆

年
代
が
問
題
と
な
る
。

　
梅
園
の
死
去
は
、
そ
の
年
譜
に
よ
る
と
、
先
述
の
如
く
、
寛
政
元
年
で
あ
る
が
、

本
「
覚
」
中
の
第
三
條
、
第
五
條
に
記
さ
れ
る
如
く
、
「
覚
」
の
書
筆
期
に
は
、

そ
の
妻
、
つ
な
こ
と
玉
樹
は
健
在
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
両
條
中
で
は
、
彼
は
、

む
し
ろ
本
人
が
玉
樹
よ
り
先
の
死
を
予
測
し
、
本
人
の
死
後
の
玉
樹
の
埋
葬
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
、
特
に
第
三
條
で
は
、
夫
婦
を
墓
所
の
同
穴
に
埋
葬
す
べ

く
玉
樹
の
た
め
の
埋
葬
穴
の
指
示
な
ど
を
、
こ
と
こ
ま
か
く
指
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
玉
樹
は
天
明
三
年
、
梅
園
よ
り
先
に
死
去
、
時
に
梅
園
は
六
一
歳
で

あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
「
覚
」
は
、
そ
れ
以
前
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
梅
園
の
遺
書
の
内
容
は
、
全
十
四
ケ
條
中
、
彼
自
身
に
直
接
関
わ
る
ケ

條
と
、
遺
児
に
対
す
る
教
戒
訓
の
ケ
條
と
に
分
か
れ
る
。

　
第
一
條
は
、
院
号
を
玄
珠
院
と
定
め
る
こ
と
、
第
二
條
は
、
彼
が
著
述
、
収
集

し
た
書
物
の
処
理
に
関
す
る
依
頼
、
第
三
條
か
ら
六
條
ま
で
は
、
彼
及
び
妻
つ
な

（
玉
樹
）
の
埋
葬
、
位
牌
な
ど
に
関
わ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
第
二
條
の
書
物
に
つ
い
て
は
、
収
集
し
た
「
古
人
の
書
写
候
物
」

は
そ
の
ま
ま
に
、
「
ぬ
き
書
物
」
つ
ま
り
、
抜
す
い
し
た
書
物
の
類
は
、
「
散
逸
さ

せ
ず
、
出
来
れ
ば
焼
却
せ
よ
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
彼
の
著
作
『
東
遺
草
』
（
寛

延
三
年
刊
）
や
「
童
蒙
苓
」
な
ど
は
、
「
み
な
甚
お
ろ
か
成
物
」
で
あ
る
か
ら

「
他
出
無
用
」
と
述
べ
て
い
る
。
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第
三
條
の
埋
葬
に
関
し
て
は
、
夫
婦
同
穴
と
し
、
墓
石
は
、
両
親
の
塔
よ
り
大

型
に
す
る
な
と
注
意
し
、
第
六
條
で
は
、
位
牌
は
、
夫
婦
一
体
に
ま
と
め
よ
と
述

べ
る
。

　
三
浦
家
は
、
梅
園
の
親
父
（
与
四
郎
義
房
）
の
時
代
か
ら
医
を
業
と
し
て
お
っ

た
が
、
山
林
も
あ
り
、
農
業
も
行
な
っ
て
い
た
。

　
梅
園
が
一
途
に
学
問
を
志
し
は
じ
め
た
の
は
、
十
二
・
三
歳
頃
か
ら
と
い
わ
れ

　
廿
三
歳
で
長
崎
旅
行
を
し
て
お
り
、
以
降
、
家
業
に
出
精
す
る
こ
と
は
甚
だ
少

な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
遺
書
の
第
七
條
に
は
、
「
愚
老
、
殊
之
外
世
間
と
り
ち
ら
し
候
へ
ば
、
早
速
よ

り
家
風
を
か
へ
、
引
き
し
め
、
ひ
っ
そ
り
と
致
不
申
候
て
は
、
立
ち
得
申
間
数
候
、

農
作
も
愚
老
ご
と
く
無
調
法
に
候
へ
ば
、
（
下
略
）
」
と
述
べ
、
適
当
な
規
模
の
農

業
を
せ
よ
と
云
う
。
彼
は
、
自
身
が
農
作
不
調
法
で
あ
り
、
農
村
に
あ
り
な
が
ら
、

終
生
思
索
の
生
活
を
続
け
た
反
省
か
ら
、
遺
児
に
対
し
て
そ
の
点
を
注
意
し
た
の

で
あ
る
。

　
梅
園
に
は
、
妻
つ
な
と
の
間
に
、
二
男
三
女
が
あ
っ
た
。

　
長
男
を
黄
鶴
、
次
男
を
玄
亀
と
呼
び
、
長
女
は
四
歳
で
天
逝
、
二
女
菊
は
永
松

氏
に
嫁
ぎ
、
三
女
類
は
、
安
東
氏
に
嫁
し
た
。

　
梅
園
自
身
は
、
六
人
兄
弟
男
三
人
、
女
三
人
の
第
六
子
で
、
兄
万
勝
は
夭
逝
、

養
弟
に
安
節
が
あ
り
、
吉
川
氏
を
継
い
だ
。

　
そ
の
関
係
を
示
す
と
、
下
図
の
如
く
で
あ
る
。

　
長
男
黄
鶴
に
は
、
男
子
万
人
が
あ
っ
た
が
、
夭
逝
し
た
り
、
末
娘
に
養
子
を
迎

え
た
も
の
の
、
そ
の
子
安
之
で
終
わ
っ
た
。

　
結
局
、
二
男
玄
亀
が
三
浦
家
を
継
ぎ
、
天
測
・
大
明
・
栄
二
郎
・
為
正
と
続
く
。

　
梅
園
の
遺
言
状
の
内
容
は
、
第
八
條
以
下
、
第
十
二
條
ま
で
が
遺
児
に
対
し
て

具
体
的
に
遺
戒
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
、
第
ハ
條
は
、
惣
領
家
と
分
家
と
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
、
本
家

が
健
在
で
、
次
男
家
が
取
り
続
く
様
に
計
ら
い
、
仏
事
等
は
本
家
方
が
務
め
、
遺

〔
り
べ
’
弓
‥
に
リ

　
妻
矢
’
器
脂
明
和
七
年
没

　
　
字
U
5
S
“

1
9
1
S
.
l
l
S
a
‐

鶴
文
啓
一
年
ａ
ヽ
妻
＾
永
訟
氏

　
　
四
撒
夭

　
　
永
松
野
介
・
・
瞭
ス

　
　
安
東
貞
式
部
・
一
嫁
ス

　
　
字
ハ
大
年

亀
文
化
十
二
年
没
、
妻
＾

ａ
　
ｌ

ｓ
ａ
‘
ｔ
６
ｓ
ｓ
･
ｌ
ｌ
ｇ
ｓ
ｌ
ｚ
ｓ
ｓ
ｓ
ｉ

ｖ
　
ｇ

ｇ
４
'
４
３
ｉ
ｇ
Ｑ
４
‐
１
４
Ｓ
Ｋ

カ
　
勝
五
放
夭

ｒ
｀
　
の
五
黛
夭

字
ハ
安
貞

梅
園
・
一
山
ト
号
ス

ー天
一
Ξ
年
股

｀
町
一
一
支
弟
－
安
粛
－
留
七
ｒ

安
連
借
讐
ｆ
ヲ
辺
｀
テ

脩
卜
｀
゛
家
ヲ
窮
が
゛
゛
Ｉ
Ｉ
’
安
　
之

淵
字
ハ
ー
ー
ー
大
明
記
ｈ
－
栄
二
郎
号
富
山
―
為
　
正
ｊ
－
か
　
一
（
当
主
）

郎
夭

　
　
字
ハ
英
次
、
霖
ハ
義
之

粛
分
家
費
節
ノ
肪
７
嗣
ダ

　
　
永
松
氏
ａ
嫁
ス

　
　
安
東
氏
｀
嫁
ス

　
　
荒
木
氏
・
・
嫁
ヌ
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妻
は
本
家
で
扶
養
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
本
人
の
意
志
次
第
で
あ

る
と
し
、
妻
没
後
は
、
長
男
黄
鶴
が
、
弟
玄
亀
の
面
倒
を
見
、
弟
が
困
窮
し
な
い

様
に
せ
よ
、
遺
産
に
つ
い
て
は
、
家
内
で
相
談
を
な
し
、
田
・
山
林
等
に
つ
い
て
も
、

村
役
人
と
相
談
の
上
、
互
い
に
無
理
の
な
い
様
に
取
り
は
か
ら
え
と
述
べ
て
い
る
。

　
第
九
條
は
、
次
男
玄
亀
の
立
場
に
つ
い
て
教
戒
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
次
男

は
た
と
え
家
督
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
と
も
、
「
一
己
を
立
候
」
ほ
ど
に
努
力
し
、

ど
の
様
な
方
法
で
あ
っ
て
も
良
し
、
立
身
せ
よ
、
か
と
云
っ
て
嫡
子
が
面
倒
を
見

ず
、
難
儀
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
世
間
で
は
一
般
に
次
男
以
下
を
他

家
に
養
子
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
「
大
勢
も
な
き
事
」
な
の
で
、
そ
う
し
た

方
法
で
立
身
、
富
貴
に
な
る
こ
と
は
、
男
子
の
本
懐
で
は
な
い
。
さ
り
と
て
、
時

宜
に
従
い
、
無
理
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
云
う
。

　
第
十
條
で
は
、
二
見
に
対
し
梅
園
の
弟
で
二
人
に
と
っ
て
叔
父
に
当
る
安
節
を

父
と
思
い
従
い
、
万
事
を
相
談
せ
よ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
官
兵
衛
に
は
、

兼
ね
て
子
供
の
事
を
依
頼
し
て
あ
り
、
学
問
の
事
は
貞
忠
に
相
談
せ
よ
と
具
体
的

に
指
示
し
、
更
に
そ
の
外
、
万
端
の
事
は
、
近
親
の
両
子
村
の
財
前
正
介
反
び
母

在
所
方
の
寺
島
氏
な
ど
も
あ
る
こ
と
故
、
然
る
べ
く
取
り
は
か
ら
い
、
ま
た
門
人

衆
も
然
り
で
あ
る
と
云
う
。

　
第
十
一
條
は
、
本
遺
言
の
中
核
を
な
す
部
分
で
あ
る
。

　
兄
弟
随
分
仲
よ
く
し
、
母
親
に
仕
え
、
親
類
・
村
人
・
門
人
を
疎
遠
に
す
る
こ

と
な
く
、
立
身
富
貴
を
望
む
な
と
述
べ
、
「
代
々
富
永
村
百
姓
の
子
に
生
れ
た
り

と
い
ふ
事
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
云
う
。
そ
し
て
、
渡
世
の
遺
を
忘
る
れ
ば
、
「
百

姓
は
禄
な
き
者
」
な
の
で
、
た
ち
ま
ち
「
鉢
を
開
き
候
」
と
し
、
稼
業
に
油
継
な

く
は
げ
み
、
渡
世
の
方
法
は
勝
手
次
第
で
あ
る
が
、
大
が
か
り
は
宜
し
く
な
い
と

述
べ
て
い
る
。

　
第
十
二
條
で
は
、
博
打
・
大
酒
・
喧
嘩
・
淫
乱
を
禁
じ
、
残
る
ニ
ケ
條
で
は
、

彼
が
生
前
世
話
に
な
っ
た
家
を
挙
げ
、
礼
を
述
べ
て
い
る
。

　
遺
言
状
は
、
そ
の
主
旨
に
お
い
て
、
家
の
安
泰
・
存
続
を
希
求
し
な
い
も
の
は

な
い
が
、
そ
の
内
容
に
は
、
大
き
く
二
分
類
さ
れ
る
。

　
そ
の
一
は
、
中
世
期
ま
で
に
多
く
見
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
置
文
」
の
類
で
、
遺

産
の
配
分
を
主
体
と
す
る
「
譲
状
」
の
類
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
家
の
存
続
を

教
戒
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

　
前
者
に
は
、
多
く
の
場
合
、
嫡
庶
子
に
対
す
る
具
体
的
な
財
産
配
分
目
録
を
作

成
し
、
そ
の
状
の
主
旨
に
背
い
た
場
合
の
規
定
な
ど
を
明
記
し
て
い
る
。

　
勿
論
、
中
世
期
と
て
、
「
家
訓
」
の
類
が
少
な
く
な
い
筒
、
戦
乱
の
世
潮
を
反

映
し
て
、
そ
の
武
力
背
景
と
な
る
財
産
処
分
を
め
ぐ
る
内
容
の
も
の
が
多
い
。

　
梅
園
の
「
覚
」
つ
ま
り
遺
言
状
は
、
こ
の
う
ち
、
後
者
に
属
し
遺
戒
の
ケ
條
が

大
部
分
を
占
め
る
。

　
梅
園
の
父
義
一
は
、
梅
堂
虎
角
居
士
と
誹
さ
れ
た
が
、
梅
園
著
述
の
『
先
孝
三

浦
虎
角
居
士
行
旅
』
な
ど
に
よ
る
と
、
「
人
と
と
な
り
遊
を
好
み
、
上
士
大
夫
よ

り
僧
坐
・
農
工
・
俳
優
・
技
人
交
ら
ざ
る
処
な
し
、
（
中
略
）
碁
を
好
み
、
俳
諧

を
た
の
し
み
」
と
見
え
、
風
流
好
み
の
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
一
方
、
慈
悲
心

に
富
み
、
「
人
の
困
苦
を
わ
が
身
に
当
る
が
如
く
し
腿
」
と
云
う
。

　
ま
た
、
正
義
感
に
も
富
み
、

　
人
の
不
正
を
に
く
み
、
及
ば
ざ
る
を
す
す
め
、
人
難
あ
れ
ば
ゆ
き
て
と
き
、
身

　
過
あ
れ
ば
、
退
い
て
お
も
ふ
、
こ
れ
に
よ
り
て
郷
里
事
あ
れ
ば
、
人
来
り
尊
ぶ

　
こ
と
を
主
分
の
如
し
。

と
評
さ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
云
う
。

　
節
倹
に
も
励
み
、

　
つ
ね
に
人
に
教
ゆ
る
の
遺
、
勤
を
本
と
し
倹
を
柄
と
す
。
勤
倹
の
遺
を
怠
る
時

　
は
、
祖
先
の
祀
、
父
母
の
養
、
親
子
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
の
交
誼
、
心
な
ら

　
ず
し
て
更
に
そ
ふ
と
て
、
故
な
け
れ
ば
寸
貸
も
す
て
ず
、
事
あ
れ
ば
尺
璧
も
惜

　
ま
ず
。

と
云
う
性
格
で
あ
っ
た
。
酒
と
煙
草
と
は
、
損
有
っ
て
益
な
し
と
し
て
戒
め
た
と

い
い
、
そ
の
様
な
性
格
と
生
涯
は
、
そ
の
子
梅
園
に
も
強
く
影
響
を
与
え
た
ら
し

く
思
わ
れ
る
。

　
梅
園
の
遺
書
は
、
彼
の
死
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
か
ら
六
年
以
上
を
遡
る
時
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－

　

－
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代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
、
妻
の
つ
な
（
玉
樹
）
も
健
在
し
て
い
た
。

父
虎
角
の
死
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
正
月
、
梅
園
が
坦
ハ
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

翌
十
一
年
、
妹
り
く
が
嬰
児
を
遺
し
て
死
去
、
明
和
八
年
（
一
七
六
八
・
四
六
歳
）

で
長
女
四
歳
を
喪
っ
て
い
る
。
四
十
八
歳
で
母
ふ
さ
を
喪
い
、
安
永
元
年
、
次
男

玄
亀
が
出
生
し
た
。

　
遺
書
は
、
こ
の
玄
亀
が
数
歳
の
頃
に
書
か
れ
た
も
の
を
考
え
ら
れ
、
長
男
黄
鶴

は
、
明
和
元
年
生
ま
れ
で
、
こ
の
頃
十
七
・
ハ
歳
前
後
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
梅
園
の
遺
書
に
は
、
「
代
々
富
永
村
百
姓
の
子
に
生
ま
れ
た
り
と
い
う
事
忘
る

べ
か
ら
ず
」
と
主
張
し
な
が
ら
、
彼
自
身
が
研
究
・
思
索
三
昧
に
生
き
た
反
省
の

立
場
を
含
め
て
「
渡
世
の
道
は
勝
手
次
第
」
と
す
る
自
由
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

三
、
橋
津
氏
の
遺
言
状

　
橋
津
家
は
、
江
戸
時
代
寛
文
期
以
降
、
肥
前
島
原
領
豊
州
飛
地
、
宇
佐
郡
橋
津

組
の
大
庄
屋
を
勤
め
た
家
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
橋
津
氏
の
文
を
の
内
に
「
卯
二
月
」
の
日
付
を
持
ち
「
死
後
可
開
、
遺
言

書
、
清
左
衛
門
」
と
明
記
す
る
明
ら
か
な
「
遺
言
状
」
一
通
が
含
ま
れ
て
い
る
。

表
紙
の
清
左
衛
門
の
署
名
の
横
に
は
、
後
代
の
加
筆
と
考
え
ら
れ
る
「
盈
貞
」
な

る
朱
書
き
が
あ
る
。

正
永
（
喜
左
衛
門
・
慶
安
四
年
九
月
卒
）

（
金
十
郎
・
慶
安
四
年
十
一
月
卒
）

（
喜
左
衛
門
・
・
隠
居
後
、
清
左
衛
門
・
正
徳
三
年
九
月
卒
）
―

（
幼
名
、
新
四
郎
・
喜
左
衛
門
・
隠
居
後
、
清
左
衛
門
。
享
保
十
五
年
十
一

　
妻
、
三
要
院
玄
晶
智
光
大
姉
、
寛
保
元
年
六
月
卒
）

貞
（
審
左
衛
門
。
低
率
三
年
隠
居
、
漕
左
衛
門
・
宝
層
四
年
七
月
卒
）

蔵
（
前
屋
敷
に
別
家
、
憲
政
＝
一
年
二
月
卒
）

一
郎
（
長
洲
亀
田
に
別
家
・
後
正
員
・
安
永
七
年
十
一
月
卒
）

治
（
所
肋
・
成
通
・
田
染
河
野
家
養
子
）

　
し
か
し
、
こ
の
朱
書
き
は
誤
認
ら
し
く
、
現
在
す
る
系
図
断
簡
・
位
牌
・
墓
碑

銘
や
、
以
下
に
見
る
遺
言
状
の
内
容
か
ら
考
え
る
時
、
正
員
以
降
、
代
々
清
左
衛

門
と
名
乗
る
人
物
の
う
ち
、
こ
の
遺
言
状
の
書
き
主
は
、
盈
貞
で
は
な
く
そ
の
父

正
盈
ら
し
い
が
、
や
や
疑
問
が
残
る
。

　
さ
て
、
清
左
衛
門
の
遺
言
状
は
、
タ
テ
十
四
・
五
四
、
ョ
コ
二
十
ｍ
の
小
帳
で
、

表
紙
と
も
ハ
葉
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
前
半
三
葉
余
に
は
「
喜
左
衛
門
分
」
「
半
蔵
分
」
と
し
て
、
田
畑
・
屋
敷
・
請

山
・
買
地
に
関
す
る
配
分
を
明
記
し
た
内
容
が
記
さ
れ
、
以
降
が
、
一
つ
書
の
遺

言
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
奥
書
き
は
、
先
記
の
如
く
、
「
卯
二
月
日
、
清
左
衛
門
」

　
「
喜
左
衛
門
殿
へ
、
半
蔵
殿
へ
」
と
云
う
宛
書
き
が
あ
る
。

　
以
下
、
財
産
配
分
の
部
分
を
除
く
遺
言
部
分
を
見
よ
う
。

一
、
我
等
墓
印
、
自
然
石
相
用
可
中
候
、
相
果
候
日
、
何
日
也
共
、
銘
日
ハ
慈
海

　
居
士
銘
日
ハ
智
光
信
尼
之
銘
日
二
相
究
可
中
候
、
精
進
日
多
候
へ
ば
、
お
こ
た

　
り
出
来
中
も
の
也
、
法
事
等
随
分
軽
く
可
致
候
。

一
、
先
祖
之
御
恩
大
切
也
、
常
々
不
相
忘
礼
拝
可
致
候
。

一
、
氏
神
、
特
二
仲
ノ
宮
ハ
、
当
屋
敷
守
之
宮
二
候
間
、
毎
朝
拝
し
、
二
日
橋
越

　
居
士
銘
日
、
屋
敷
内
之
御
墓
二
参
礼
を
い
た
し
可
中
候
。
左
候
ヘ
バ
、
家
内
迄

　
も
御
守
護
被
成
候
、
神
ハ
人
之
敬
を
以
、
威
を
ま
し
、
人
ハ
神
之
徳
二
依
て
徳

　
を
そ
ふ
と
、
御
成
敗
式
目
之
最
初
二
出
候
、
誠
成
か
な
。

一
、
貧
賎
を
あ
わ
れ
み
、
家
来
筋
之
も
の
貧
窮
成
も
の
ニ
心
を
付
可
中
候
、
無
情

　
あ
た
り
中
間
敷
候
、
主
従
ハ
数
生
契
り
之
縁
有
り
、
少
々
之
不
・
候
共
、
無
智

　
文
盲
成
者
候
間
、
了
簡
有
之
度
候
。

一
、
随
分
親
二
孝
を
尽
し
、
殿
様
御
恩
を
仮
に
も
忘
れ
中
間
敷
候
、
大
切
二
存
候

　
ハ
ハ
、
天
地
日
月
の
恵
を
得
候
。

一
、
家
睦
し
く
致
度
候
。

一
、
酒
用
申
開
放
候
、
酒

一
、
人
之
恩
を
不
請
、
人

ニノゝ

百
病
之
長
ニ
て
、
身
体
二
悪
敷
成
も
の
に
候
。

恩
を
あ
た
へ
、
情
を
か
け
可
申
候
、
三
綱
五
常
ハ
、
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学
文
之
眼
也
、
不
可
忘
、
第
一
慈
悲
心
を
忘
れ
中
間
数
候
、
常
々
徒
二
暮
し
不

　
中
、
学
文
を
心
か
け
、
朝
起
い
た
し
、
有
来
ル
家
宅
を
修
覆
、
不
見
苦
様
ニ
、

　
新
数
普
請
事
致
間
教
候
、
屋
根
ハ
せ
ま
く
、
戸
障
子
少
な
き
こ
そ
持
よ
け
れ
、

　
人
之
家
居
を
浦
や
ま
し
が
り
中
間
数
候
、
道
を
守
り
心
さ
え
辺
鄙
二
無
之
候
ハ
、

　
人
お
そ
れ
恥
可
中
候
、
遊
芸
も
少
し
間
合
候
ニ
ハ
能
候
へ
共
、
王
々
く
致
候
ヘ

　
ハ
、
片
む
き
打
か
た
り
候
様
二
成
候
も
の
也
、
学
文
さ
へ
有
之
候
ヘ
ハ
、
諸
芸

　
く
づ
し
候
身
を
お
さ
め
候
道
は
仮
名
本
ニ
て
、
学
文
可
致
候
、
先
祖
之
名
迄
く

　
た
し
不
中
様
二
心
か
け
可
中
候
。

一
、
農
業
不
た
ん
れ
ん
に
て
は
、
役
儀
も
勤
り
不
中
、
随
分
心
が
け
、
功
者
二
不

　
成
候
て
ハ
不
叶
役
儀
二
候
、
瑕
之
時
ハ
、
作
廻
り
屋
敷
内
之
菜
園
畑
打
こ
な
し
、

　
第
一
掃
除
好
き
い
た
し
可
中
候
、
役
人
之
所
宮
寺
な
ど
ハ
、
不
掃
除
候
ヘ
ハ
、

　
悪
敷
候
、
そ
ふ
ち
ハ
身
を
こ
な
し
、
其
上
不
浄
を
去
り
、
天
地
月
日
二
忠
を
尽

　
ス
道
也
、
左
候
ヘ
ハ
、
身
の
祈
梼
に
も
成
候
、
不
可
怠
可
慎
者
也
。

卯
二
月

喜
左
衛
門

半
裁

殿
へ
殿
へ

清
左
衛
門

　
前
三
葉
に
明
記
さ
れ
る
喜
左
衛
門
・
半
蔵
分
の
財
産
配
分
に
関
す
る
部
分
は
、

紙
幅
の
関
係
か
ら
割
愛
し
た
が
、
内
容
は
、
両
人
そ
れ
ぞ
れ
分
の
田
・
畑
の
字
名

を
列
記
し
、
但
し
書
き
を
も
っ
て
、
細
か
い
注
意
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
年

貢
な
ど
の
納
入
に
つ
い
て
も
、
喜
左
衛
門
・
半
蔵
の
負
担
分
を
明
ら
か
に
し
指
示

し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
し
め
く
く
り
と
し
て
、

　
惣
て
当
村
ハ
、
風
儀
悪
敷
、
一
類
他
人
之
分
ケ
な
く
、
人
之
為
二
世
話
不
致
候
、

　
家
事
等
之
儀
を
親
類
二
相
談
致
候
と
て
も
、
引
受
世
話
二
不
致
風
儀
二
候
間
、

　
そ
の
心
得
い
た
し
、
新
三
郎
と
三
人
能
々
中
合
可
然
候
、
半
蔵
を
親
分
ニ
、
諸

　
事
相
敬
可
申
候
、
半
裁
も
其
心
得
ニ
て
、
子
同
前
二
指
南
等
相
加
へ
可
申
候
。

と
、
地
域
社
会
の
あ
り
方
の
中
で
、
橋
津
家
の
あ
る
べ
き
姿
を
希
求
し
て
い
る
。

　
遺
言
書
内
容
の
う
ち
、
こ
の
財
産
配
分
に
関
わ
る
部
分
以
外
は
、
八
ケ
條
か
ら

成
っ
て
い
る
。

　
先
ず
、
そ
の
第
一
條
目
に
は
、
夫
婦
と
も
墓
石
は
自
然
石
を
用
い
る
こ
と
、
夫

婦
の
命
日
は
、
遺
言
主
の
妻
の
命
日
と
同
日
に
せ
よ
と
言
う
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
、
「
精
進
日
多
く
候
へ
は
、
お
こ
た
り
出
来
申
も
の
」
故
と
述
べ
る
。

　
第
二
條
・
第
三
條
で
は
、
先
祖
の
恩
を
大
切
に
し
て
感
謝
し
、
橋
津
氏
の
始
祖

た
る
「
橋
越
居
士
」
の
命
日
に
は
、
屋
敷
内
の
墓
に
詣
で
崇
敬
せ
よ
と
云
う
。
こ

の
ケ
條
で
関
心
を
引
く
の
は
、
貞
永
式
目
第
一
節
の
神
社
崇
敬
の
ケ
條
を
引
い
て
、

神
と
人
々
の
関
係
を
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
第
四
條
は
、
貧
賎
な
る
者
に
情
を
か
け
る
べ
き
こ
と
、
第
五
條
は
、
親
孝
行
・

主
の
恩
の
不
忘
を
説
き
、
一
家
の
親
睦
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
第
六
條
で
は
、
「
酒
は
万
病
の
長
」
と
し
て
、
悪
敷
も
の
と
し
教
戒
す
る
。

　
第
七
條
は
、
日
常
の
心
掛
け
を
教
戒
し
、
人
に
恩
を
受
け
ず
、
恩
を
与
え
、

「
三
綱
五
常
」
は
、
学
文
（
問
）
の
基
本
で
あ
る
と
遺
戒
す
る
。
家
は
、
見
苦
し

く
な
い
程
度
に
保
ち
「
ヤ
ボ
」
で
な
い
行
動
さ
え
す
れ
ば
、
「
人
は
皆
、
畏
れ
は

じ
る
も
の
」
と
し
、
遊
芸
も
少
し
は
心
掛
け
よ
と
す
る
。
「
学
問
を
致
し
、
祖
先
・

親
の
名
を
下
し
中
さ
ざ
る
様
に
」
せ
よ
と
云
う
。

　
続
い
て
第
ハ
條
で
は
、
農
業
に
鍛
練
し
な
く
て
は
、
大
庄
屋
と
し
て
の
役
職
も

勤
ま
ら
な
い
、
随
分
と
心
掛
け
て
、
「
功
者
」
に
な
れ
と
述
べ
る
。
こ
の
條
で
は
、

続
け
て
屋
敷
内
や
、
薩
菜
園
の
見
廻
り
の
ほ
か
、
「
掃
除
好
き
」
で
あ
る
こ
と
を

奨
励
し
、
「
掃
除
」
は
「
不
浄
」
を
取
り
去
り
、
「
天
地
日
月
二
忠
を
尽
す
遺
」
で

あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　
以
上
、
橋
津
清
左
衛
門
の
遺
言
状
は
、
「
死
後
開
く
べ
し
」
と
厳
命
し
た
正
規

の
「
遺
言
状
」
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し
く
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
具
体
同
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
梅
園
と
同
じ
く
家
を
思
う
情
念
の
切
々
た
る
も
の
が
に
じ

み
出
て
い
る
。
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近
世
期
の
大
庄
屋
は
、
多
く
の
場
合
、
中
世
期
の
土
豪
層
に
そ
の
系
譜
を
引
き
、

橋
津
家
と
て
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

　
幕
末
期
の
当
家
で
は
、
当
主
は
、
池
坊
流
生
花
の
指
南
役
を
勤
め
、
当
家
及
び

一
族
・
親
族
に
「
好
学
の
徒
」
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。

　
大
庄
屋
は
、
そ
の
下
に
属
す
る
村
社
会
と
と
も
に
幕
府
体
制
下
で
は
、
支
配
機

構
の
末
端
機
能
を
有
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
多
く
の
場
合
、
田
畑
を
所
有
し
、
下

人
な
ど
を
使
っ
て
農
産
辨
官
を
行
な
う
と
同
時
に
村
方
の
支
配
を
勤
め
た
。

　
標
津
氏
の
場
合
と
て
例
外
で
は
な
か
っ
た
が
、
長
崎
御
用
番
を
勤
め
る
島
原
藩

飛
地
の
大
庄
屋
の
橋
津
氏
の
場
合
、
飛
地
領
の
他
の
組
大
庄
屋
賀
来
氏
、
河
野
氏

ら
と
と
も
に
、
そ
の
親
戚
関
係
を
通
じ
て
、
文
化
水
準
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
る

も
の
が
少
な
く
な
い
。

　
清
左
衛
門
の
「
遺
言
書
」
に
見
え
る
家
意
識
に
は
、
各
條
に
そ
う
し
た
家
の
格

式
と
そ
れ
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
強
く
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
四
、
安
東
氏
の
置
文
の
例

　
大
分
郡
田
尻
村
を
含
む
一
円
の
地
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
日
向
延
岡
藩
の

飛
地
で
あ
り
、
田
尻
村
の
庄
屋
は
、
安
東
家
が
世
襲
し
て
い
た
。
そ
の
支
配
に
関

わ
る
資
料
に
、
二
群
の
「
安
東
家
文
書
」
が
あ
る
。

　
別
府
大
学
文
学
部
が
所
蔵
す
る
「
安
東
家
文
書
」
の
中
に
、
「
申
置
き
」
　
一
点

が
介
ま
れ
る
。

　
こ
の
文
書
は
、
形
状
は
横
帳
で
、
案
文
ら
し
く
、
表
紙
を
有
せ
ず
、
外
題
に

「
我
等
病
気
無
心
元
二
村
、
有
増
し
善
兵
衛
二
中
置
候
書
付
」
と
見
之
、
遺
言
書

の
案
文
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
申
置
文
は
、
全
十
三
條
か
ら
成
り
、
最
末
葉
の
大
半
が
余
白
と
な
っ
て
お

り
、
未
完
の
文
章
に
終
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
状
は
各
所
に
虫
食

い
部
分
が
多
く
、
保
存
状
態
が
悪
く
、
ま
た
著
筆
年
代
を
知
り
得
る
記
述
が
な
い
。

状
中
に
は
、
十
名
近
い
人
物
名
が
見
え
る
が
、
関
係
資
料
中
に
、
家
系
に
つ
い
て

知
り
得
る
資
料
も
な
く
、
著
筆
者
の
身
分
も
明
ら
か
に
な
し
得
な
い
。

　
先
ず
冒
頭
の
ニ
ケ
條
を
み
よ
う
。

　
我
等
病
気
無
心
元
二
付
、
有
増
し
善
兵
衛
二
中
置
候
書
付
。

一
、
我
等
相
果
候
以
後
、
随
分
気
後
れ
な
く
、
諸
事
気
を
付
け
、
勤
可
中
候
、
第

　
一
仏
神
尊
敬
、
常
二
可
致
候
、
病
気
せ
ま
り
中
二
付
て
は
、
仏
神
之
「
ム
シ
」

　
し
不
中
候
。

一
、
我
等
相
果
候
以
後
は
、
吉
蔵
幼
少
二
候
間
、
耕
作
を
少
し
仕
、
龍
男
一
両
人
、

　
仙
女
壱
人
程
置
、
田
畠
相
応
程
作
り
、
世
話
少
牛
様
二
心
得
、
晩
ニ
ハ
善
介
・

　
左
太
郎
相
浩
メ
、
古
蔵
せ
め
て
十
二
三
歳
ま
で
そ
だ
て
中
候
以
後
、
古
蔵
出
家

　
之
望
候
ハ
ハ
、
常
東
寺
二
遺
し
、
禅
坊
主
二
仕
、
段
々
後
ぷ
銀
な
と
続
ケ
可
中

　
候
、
何
事
も
長
兵
衛
・
源
兵
衛
と
相
談
仕
、
諸
事
し
つ
ば
く
に
か
し
こ
く
仕
候

　
ハ
ハ
、
田
畠
に
て
渡
世
を
送
り
候
、
後
に
吉
蔵
二
仕
入
れ
銀
を
少
々
残
り
可
中

　
候
、
自
然
と
無
理
二
出
家
二
成
不
中
候
ハ
ハ
不
及
カ
ェ
、
俗
人
に
て
相
残
り
候
、

　
田
畠
・
下
女
・
下
人
・
家
等
相
渡
し
、
念
頃
頼
中
候
、
お
べ
ん
事
ハ
、
四
五
年

　
も
古
蔵
一
所
二
宿
二
置
候
、
其
後
に
合
点
次
第
、
太
之
介
へ
か
つ
し
可
給
候
、

　
双
方
各
不
合
点
候
共
、
能
々
断
り
中
間
せ
、
長
兵
衛
と
龍
々
談
合
極
め
、
必
々

　
か
つ
し
給
り
候
ハ
ハ
、
末
々
ま
で
龍
ク
可
有
候
（
下
略
）
。

以
上
、
書
き
出
し
の
ニ
ケ
條
の
内
容
に
よ
る
限
り
、
こ
の
遺
言
主
は
、
吉
蔵
を
伴

な
っ
て
隠
居
生
活
を
し
て
い
る
も
の
の
如
く
、
吉
蔵
は
、
状
中
第
六
條
に
「
吉
蔵

母
妙
恵
尼
の
位
牌
」
云
云
と
あ
り
、
遺
言
主
の
孫
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
状

中
に
「
晩
ニ
ハ
、
善
介
た
つ
相
詰
メ
」
と
か
「
吉
蔵
せ
め
て
十
二
、
三
歳
ま
で
、

そ
だ
て
申
し
」
と
あ
る
表
現
は
、
彼
が
遺
言
主
夫
婦
の
も
と
に
同
居
し
て
お
り
、

夫
婦
が
死
後
の
事
態
を
予
想
し
て
の
心
配
り
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
遺
言
主
が
、
幼
少
の
吉
蔵
に
如
何
に
心
を
残
し
て
い
る
か
は
、
第
二
條
の
中
段

の　
（
上
略
）
返
々
も
、
古
蔵
事
、
症
愉
も
不
仕
、
虫
気
・
病
者
ニ
て
無
心
元
候
、
何

　
之
遺
ニ
も
、
一
家
中
不
残
気
を
付
ケ
、
念
頃
頼
中
候
、
左
候
ハ
ハ
、
草
之
影
に
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て
悦
び
可
申
候
（
下
略
）
。

と
云
う
表
現
に
よ
っ
て
も
察
せ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
第
三
條
中
に
は
、

一
、
善
兵
衛
儀
、
正
路
ニ
ハ
有
之
候
と
も
、
気
力
少
く
候
、
諸
手
廻
し
無
心
元
候
、

　
漸
々
ニ
塩
之
介
・
吉
蔵
・
辰
之
介
、
人
に
成
り
可
申
候
、
左
候
ハ
ハ
、
気
つ
よ

　
く
候
間
、
気
を
く
れ
不
申
様
二
何
事
も
長
兵
衛
・
源
兵
衛
井
二
孫
市
・
甚
右
衛

　
門
・
勘
右
衛
門
、
右
五
人
と
中
能
中
談
し
、
我
等
跡
子
供
も
路
遺
に
立
不
申
様

　
ニ
、
何
事
も
正
直
正
路
二
頼
申
候
、
念
頃
仕
候
様
二
頼
申
候
、
左
候
ハ
ハ
、
草

　
之
影
ニ
テ
大
悦
仕
り
、
守
り
の
神
二
成
可
申
候
、
二
心
ニ
お
い
て
は
、
恨
み
可

　
中
候
（
下
略
）
。

と
の
表
現
も
見
え
る
。
状
中
に
は
勿
論
、
吉
蔵
に
か
か
わ
る
記
事
の
み
で
は
な
く
、

遺
言
主
の
頼
母
子
銀
ほ
か
借
入
銀
の
返
済
に
関
す
る
心
配
り
、
指
示
な
ど
の
記
述

も
見
え
て
い
る
。
唯
、
吉
蔵
が
、
次
代
の
家
督
人
と
目
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
云
う
こ
と
は
、
終
條
に
、
「
吉
蔵
、
人
二
成
り
中
候
上
ハ
、
国
行
之
脇
指
ハ
、

吉
蔵
ニ
と
ら
せ
可
給
候
（
下
略
）
」
と
の
記
述
で
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
十
三
條
を
通
じ
て
、
遺
言
主
の
真
意
を
伝
え
る
ケ
條
と
し
て
、
第
十
條
が
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、

一
、
我
等
相
果
候
儀
、
究
り
た
る
事
、
可
歎
の
事
少
し
も
無
之
、
年
も
今
五
六
七

　
年
も
存
命
二
候
ハ
ハ
、
子
供
の
上
ヲ
見
、
善
蔵
身
体
を
も
見
極
め
、
可
成
ハ
身

　
体
質
く
も
仕
度
と
願
申
候
得
共
、
通
報
少
ク
、
不
及
是
非
二
残
念
二
存
候
斗
二

　
候
、
大
事
ニ
ね
ん
頃
二
可
被
致
候
。

と
あ
り
次
條
に
は
「
我
等
、
病
中
永
ク
候
ハ
ハ
、
物
人
ニ
テ
跡
目
身
体
無
心
元
候

得
共
」
と
記
述
さ
れ
、
死
没
後
の
経
済
的
支
出
に
対
す
る
心
配
り
の
あ
っ
た
こ
と

も
知
ら
れ
る
。

　
先
述
し
た
如
く
、
こ
の
安
東
氏
の
「
中
置
」
の
内
、
家
系
関
係
に
つ
い
て
知
り

得
る
史
料
は
、
管
見
の
範
囲
に
は
な
く
、
遺
言
主
・
善
兵
衛
・
吉
蔵
ら
の
血
縁
関

係
も
不
明
の
域
を
出
な
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
遺
言
状
に
、
家
を
想
う
遺
言
主
の
切
々
た
る
心
情
が
、
到
る
ケ

所
に
に
じ
み
で
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
遺
言
主
と
、
遺
言
状
の
状
中
に
登
場
す
る
人

物
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
先
述
の
如
く
、
こ
れ
を
証
す
る
史
料
も
、
現
段
階
で
は

見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
今
後
の
史
料
探
索
に
よ
る
以
外
に
は
な
い
。

　
　
　
　
五
、
町
人
置
文
の
一
例

　
豊
後
岡
藩
の
城
下
町
新
町
で
、
商
業
を
営
ん
だ
山
本
屋
西
氏
は
、
文
禄
二
年
、

中
川
氏
が
岡
（
竹
田
）
に
入
射
し
た
時
代
か
ら
の
商
家
で
あ
っ
た
。

　
山
本
屋
西
氏
方
六
代
善
七
の
あ
と
を
受
け
て
、
安
左
衛
門
が
、
山
本
屋
の
家
督

を
継
い
だ
の
は
、
安
永
二
年
、
廿
四
歳
の
時
で
あ
っ
た
と
言
う
。

　
安
左
衛
門
の
日
常
の
心
掛
け
は
、
毎
朝
「
塩
手
洗
」
を
な
し
、
「
御
日
様
」
を

仰
ぎ
、
一
朝
と
し
て
欠
く
事
な
く
仏
前
で
読
経
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
山
本

屋
も
、
寛
政
元
年
六
月
、
城
下
山
川
町
か
ら
の
出
火
に
よ
っ
て
類
焼
さ
れ
、
殆
ど

の
財
産
を
失
っ
た
。
こ
の
安
左
衛
門
が
認
め
た
も
の
が
、
「
西
安
左
衛
門
正
満
、

子
孫
へ
申
伝
ふ
る
書
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
そ
の
千
の
八
十
左
衛
門
に
よ
っ
て
整

理
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

　
以
下
、
そ
の
所
要
部
分
を
見
よ
う
。

　
誠
に
近
年
有
徳
に
相
暮
し
、
日
々
豊
に
相
立
て
、
千
労
万
苦
に
て
仕
立
た
る
身

　
体
を
一
時
に
火
煙
と
な
し
、
先
祖
重
代
の
譲
り
物
も
悉
く
焼
失
し
、
子
供
こ
れ

　
な
く
候
は
ば
、
浮
世
を
捨
て
た
く
候
へ
共
、
十
二
歳
の
陽
蔵
・
七
歳
の
大
作
両

　
人
の
不
便
等
に
命
を
つ
な
ぎ
止
め
、
涙
に
む
せ
ぶ
よ
り
外
他
事
な
し
。
誠
に
聖

　
人
の
語
の
如
く
、
書
を
積
み
て
、
子
孫
に
伝
ふ
と
言
へ
共
、
其
の
子
之
を
読
む

　
事
能
は
ず
。
金
銀
を
積
み
て
子
孫
に
伝
ふ
る
と
言
へ
共
、
其
千
之
を
用
ふ
る
事

　
を
知
ら
ず
。
只
隠
徳
を
積
む
よ
り
外
は
な
し
と
、
物
事
足
る
事
を
知
ら
ず
。
今

　
に
至
っ
て
残
念
止
む
事
な
し
。
有
徳
に
あ
り
し
時
、
仁
義
も
相
応
に
、
深
過
ぎ

　
ざ
る
や
う
難
義
の
者
に
は
心
を
か
け
て
や
り
、
り
ん
し
よ
く
に
な
き
や
う
、
そ

　
れ
共
、
連
節
に
は
な
き
や
う
質
素
倹
約
は
勿
論
の
事
な
り
。
免
角
、
程
々
に
暮
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し
候
が
安
楽
の
道
な
り
。
そ
れ
に
我
金
を
廻
し
て
し
ま
ひ
、
其
の
上
他
人
の
金

　
を
借
り
大
慾
に
気
根
を
費
し
、
命
の
短
き
事
を
知
ら
ず
。
若
し
、
有
徳
に
相
成

　
り
候
は
ば
、
相
応
の
元
手
に
て
、
今
日
を
渡
世
し
、
少
し
は
残
し
金
銀
に
て
、

　
な
ほ
し
置
く
事
第
一
の
事
な
り
。
併
し
、
商
売
に
廻
し
方
之
な
く
、
渡
世
一
ぱ

　
い
に
く
ら
し
候
、
甚
だ
以
っ
て
大
切
な
り
。
若
し
病
人
或
は
普
請
又
は
己
む
を

　
得
ざ
る
物
入
り
等
、
有
之
候
へ
ば
、
と
ん
と
身
代
滑
す
な
り
。
廻
し
方
相
応
に
、

　
年
々
有
徳
に
な
り
候
は
ば
、
み
だ
り
に
気
根
を
費
す
事
を
せ
ず
、
登
り
物
な
ど

　
致
候
事
無
用
な
り
。
其
の
故
は
、
大
難
を
仮
に
乗
せ
道
す
事
気
道
の
第
一
な
り
。

　
其
上
、
不
意
に
利
分
有
之
候
は
、
先
き
の
人
、
損
を
致
候
て
も
、
此
方
に
て
は

　
利
分
を
悦
び
、
調
置
候
品
に
よ
り
て
悪
作
を
よ
し
と
思
い
是
第
一
の
罰
な
り
。

　
唯
五
穀
成
就
を
万
人
安
楽
と
拝
み
候
は
ば
、
神
の
納
受
あ
る
ま
じ
く
や
。
（
中

　
略
）
。
朝
夕
片
時
も
信
心
忘
れ
ず
。
（
中
略
）
。
数
多
き
町
人
、
悪
心
に
て
皆
々

　
類
焼
し
た
る
に
も
あ
る
ま
じ
。
数
多
き
人
の
中
、
善
き
人
も
数
多
く
あ
る
べ
し
。

　
然
し
な
が
ら
、
天
災
な
れ
ば
、
一
流
水
に
て
遁
る
べ
か
ら
ず
。
右
善
悪
の
画
道

　
は
、
此
の
後
に
て
相
知
る
べ
し
（
下
略
）
。

　
正
満
の
時
代
、
彼
は
二
度
の
火
災
に
会
い
、
所
詮
は
商
人
が
唯
々
利
益
追
求
を

す
る
無
益
さ
を
悟
り
、
商
人
が
そ
の
人
の
「
分
限
」
に
従
う
こ
と
の
必
要
を
説
く
。

　
正
満
（
安
左
衛
門
）
は
、
「
一
日
の
計
は
一
朝
に
有
、
一
年
の
計
は
早
春
に
有

り
、
免
角
、
年
分
の
銭
廻
り
の
工
面
の
事
、
早
春
に
操
り
合
せ
、
猶
又
平
生
油
断

致
す
ま
じ
く
」
と
説
き
、
神
仏
の
信
仰
に
つ
い
て
も
、
「
参
詣
致
し
候
て
も
、
悪

心
あ
れ
ば
、
却
っ
て
罪
な
り
、
神
は
非
礼
を
受
け
ず
、
心
は
鏡
の
如
し
」
と
教
戒

し
た
。
安
左
衛
門
は
、
更
に
、

　
随
分
商
売
に
出
精
い
た
し
、
寸
暇
あ
る
時
は
、
神
仏
に
参
詣
し
、
或
は
学
文
・

　
碁
・
将
棋
・
諭
を
慰
む
べ
し
、
是
慰
な
れ
ば
、
こ
る
こ
と
無
用
な
り
、
茶
の
湯
・

　
香
き
き
な
ど
は
、
町
人
の
い
ら
ざ
る
事
な
り
、
然
し
、
道
を
知
る
は
よ
く
（
中

　
略
）
、
随
分
御
上
を
大
切
に
存
じ
奉
り
、
朝
夕
拝
み
申
す
べ
し
、
仮
殿
に
ふ
せ

　
候
共
、
神
仏
は
も
と
よ
り
、
御
城
を
後
に
せ
ず
、
御
お
き
て
を
相
守
る
事
第
一

　
な
り
。

と
説
い
て
い
る
。

　
以
上
、
見
て
来
た
「
子
孫
に
申
伝
ふ
る
書
」
は
、
遺
言
状
と
言
う
よ
り
、
む
し

ろ
「
遺
訓
」
と
称
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
、
町
人
が
、

商
家
を
守
る
べ
き
、
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
根
性
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
そ
れ
は
、

財
を
成
す
こ
と
よ
り
も
、
家
の
存
続
を
願
う
根
性
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
根
性

こ
そ
、
商
家
を
存
続
せ
し
め
る
根
源
的
な
力
と
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
ろ
う
か
。

　
親
安
左
衛
門
の
「
遺
訓
」
を
ま
と
め
た
山
本
屋
八
十
右
衛
門
は
、
「
親
安
左
衛

門
の
記
す
と
こ
ろ
を
見
る
に
感
涙
に
堪
へ
ず
、
子
々
孫
々
こ
れ
を
守
ら
ば
、
家
繁

栄
疑
な
し
、
故
に
毎
月
一
度
、
子
孫
に
読
み
聞
か
せ
申
候
也
」
と
述
べ
、
こ
こ
に

ま
た
、
一
軒
の
家
意
識
が
強
調
さ
れ
、
家
の
存
続
が
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

六
、
ま
と
め

　
世
に
「
毛
利
元
就
三
矢
の
教
訓
」
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
万
事
の
矢
は
、

い
と
も
容
易
に
折
り
得
る
が
、
こ
れ
を
三
本
重
ね
る
と
難
事
で
あ
る
と
し
て
、
兄

弟
三
人
の
協
力
に
よ
り
、
戦
国
の
世
に
対
処
し
、
毛
利
家
の
安
泰
を
諭
し
た
と
言

う
も
の
で
、
こ
の
教
訓
は
、
近
世
期
に
完
成
さ
れ
た
同
家
の
家
譜
に
記
さ
れ
た

「
訓
話
」
と
考
え
ら
れ
る
が
「
家
」
の
存
続
を
切
望
す
る
家
主
の
志
向
を
代
表
す

る
歴
史
的
な
話
と
な
ろ
う
か
。

　
家
主
が
、
家
主
の
地
位
を
含
め
て
、
も
ろ
も
ろ
の
財
産
つ
ま
り
「
家
督
」
を
次

の
代
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
請
約
す
る
書
状
を
、
歴
史
的
に
は
「
置
文
」
「
申
置
」

「
遺
記
」
「
永
帖
」
「
処
分
目
録
」
な
ど
と
呼
び
、
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
、
そ
の

名
称
は
異
な
っ
た
。
そ
れ
を
総
称
す
れ
ば
、
「
遺
言
状
」
「
遺
言
書
」
と
な
ろ
う
。

　
こ
の
遺
言
は
、
家
主
の
死
後
の
財
産
や
身
分
関
係
に
故
人
の
意
識
が
強
く
拘
束

力
を
持
つ
べ
く
設
け
ら
れ
た
家
督
に
か
か
わ
る
制
度
の
Ｉ
っ
で
あ
り
、
す
で
に
、

律
令
の
規
定
に
も
見
ら
れ
た
。

　
相
続
の
形
態
は
、
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
が
、
近
世
期
に
あ
っ
て
は
、
武
士
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階
級
の
場
合
、
所
領
は
給
主
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
た
。

　
財
産
・
家
名
・
家
督
・
祭
祀
な
ど
は
、
本
来
必
ず
し
も
一
体
で
は
な
か
っ
た
が
、

家
父
長
制
が
強
化
さ
れ
た
近
世
期
に
は
、
ほ
と
ん
ど
一
体
と
考
え
ら
れ
る
様
に
な
っ

た
。
　
唯
、
一
般
庶
民
の
場
合
は
、
武
士
階
級
の
場
合
の
如
く
、
所
領
（
耕
地
・
土
地

財
産
）
を
給
主
か
ら
給
付
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
例
え
ば
「
分
地
制

限
令
」
な
ど
の
一
部
の
土
地
譲
渡
規
制
に
抵
触
し
な
い
限
り
、
分
家
や
財
産
分
与

は
、
比
較
的
自
由
に
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
で
も
、
村
請
年
貢
体
制

の
元
で
は
、
五
人
組
や
村
氏
の
同
意
を
必
要
と
し
、
多
く
の
場
合
村
の
運
営
に

「
支
障
な
い
」
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
た
。

　
梅
園
の
「
覚
」
、
安
東
氏
「
申
置
」
に
見
ら
れ
る
「
出
家
」
は
、
近
世
期
に
お

け
る
家
督
制
度
に
お
い
て
、
次
男
以
下
の
処
適
法
の
一
般
的
方
法
で
あ
り
、
俗
に

「
禅
門
人
」
と
呼
ば
れ
る
。
次
男
以
下
は
、
他
家
に
養
子
に
入
る
例
も
少
な
く
は

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
梅
園
の
「
覚
」
に
述
べ
ら
れ
る
如
く
、
「
大
勢
も
な
き
こ

と
」
で
、
極
く
限
ら
れ
た
。

と
す
る
と
、
強
力
な
家
父
長
（
家
督
）
の
も
と
で
、
兄
弟
は
「
仲
睦
ま
じ
く
」

「
能
々
相
談
仕
り
」
、
長
男
以
外
の
兄
弟
の
家
が
「
取
り
続
き
候
様
」
に
配
慮
さ
れ

る
こ
と
が
、
遺
言
主
の
究
極
の
希
求
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
近
世
期
中
期
以
降
の
経
済
社
会
は
、
急
速
に
経
済
的
失
速
状
態
に
立
ち
至
っ
て

い
た
。

　
そ
う
し
た
社
会
に
あ
っ
て
、
家
督
を
譲
る
べ
き
遺
言
者
の
心
情
が
、
こ
れ
ら
の

遺
言
状
の
中
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
四
点
の
遺
言
書
・
遺
訓
は
、
碩
学
の
当
主
、
大
庄
屋
・
村
庄
屋
・
商
家

当
主
な
ど
、
そ
の
社
会
的
経
済
的
地
位
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
に
若
干
の
違

い
は
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
当
然
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
応

の
趣
旨
が
盛
ら
れ
る
が
、
家
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
希
求
そ
の
も
の
に
は
、
全
く

変
わ
り
な
い
。

（5）（4）（3）（2）（1）

注

森
永
種
夫
編
『
口
書
集
』

田
口
正
治
『
三
浦
梅
園
』
吉
川
弘
文
館
ほ
か
。

大
分
県
史
料
刊
行
会
『
大
分
県
史
料
』
第
ハ
巻
「
先
賢
資
料
」

ぼ
に
同
じ
。

筧
泰
彦
『
中
世
武
家
家
訓
の
研
究
』
・
近
藤
斉
『
近
世
以
降
武
家
家
訓
の

研
究
』
ほ
か

㈲
・
ｍ
　
と
も
に
（
２
）
に
同
じ

(8)(9)順同闘闘

橋
津
守
英
氏
「
橋
津
氏
文
書
」
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
保
管

後
藤
重
巳
「
飛
地
領
支
配
の
問
題
点
」
史
学
論
叢
第
七
号
所
収

後
藤
重
巳
編
『
宇
佐
近
世
史
料
集
』
二
）
解
題

安
東
精
一
所
蔵
「
安
東
氏
文
書
」
・
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵

　
「
安
東
家
文
書
」

竹
田
市
史
刊
行
会
編
『
竹
田
市
史
』
　
（
中
）
第
四
章
第
七
節

竹
田
市
新
町
山
本
保
氏
所
蔵

近
世
初
期
の
身
近
な
「
遺
訓
」
の
例
と
し
て
、
直
入
郡
竹
下
家
の
「
一
向

末
期
中
置
条
条
」
（
『
大
分
県
史
料
』
十
三
巻
所
収
）
が
あ
る
。
こ
の

「
申
置
条
条
」
は
、
十
三
条
か
ら
な
り
、
地
頭
方
公
役
・
田
畑
年
貢
・
公

役
等
に
関
わ
る
内
容
の
ほ
か
、
戦
乱
の
時
の
心
得
・
村
中
の
道
作
り
・
走

り
百
姓
に
与
同
し
な
い
こ
と
・
他
村
の
衆
と
入
魂
に
し
な
い
こ
と
等
に
つ

い
て
教
戒
し
、
「
我
々
死
後
の
儀
、
成
次
第
相
調
可
申
候
、
不
成
事
を
辛

労
中
候
て
も
、
我
々
為
ニ
も
成
不
中
候
、
今
世
の
覚
計
ニ
て
左
様
の
儀
ハ

兼
兼
分
別
申
候
間
、
可
得
其
意
候
事
」
と
そ
の
終
条
で
述
べ
て
い
る
。
一

向
は
竹
下
廉
利
の
法
名
で
、
地
方
役
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

－
平
成
二
年
十
月
一
日
受
理
―

　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
・
日
本
近
世
史
）
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